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奄 美 大 島 に お け る 在 来 食 用 資 源 植 物 の 現 状

遠 城 道 雄 1・ 松 井 正 義 2

1 鹿 児 島 大 学農 学 部 ・2 奄 美 ゆ い の郷

要 旨

近年,換 金作物の大規模導入や食生活の変化などにより,こ れまで栽培 されてき

た在来の食用植物は,急 速に消滅 しっつあると思われる。そこで,奄 美大島で栽培

される在来食用植物の現状を明 らかにす ることを 目的に,聞 き取 り調査を行った。

栽培される植物は多かったが,固 有 と考えられる植物は確認 されなかった。しか し,

同島で栽培 され る植物のほ うが,市 販のものよ り,香 りが強い,味 が良いなどの感

想が多 くあった。これ らのことか ら,奄 美の環境に適 した品種 もしくは系統が選抜

されている可能性が示唆 された。
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                              Abstract 

  Recently, the native edible plants cultivated until now seems to be rapidly disappearing 

because of the large-scale introduction of cash crops and the change of the diet. Then, the 

hearing investigation was carried out for the purpose of clarifying present state of native 

edible plants cultivated in the Amami-Ohshima. Though native plants were abounding, 

the plants which seemed to be endemic species was not confirmed. However, in the 

interview, there was mainly the impression that the plants cultivated in the 

Amami-Ohshima had better perfume and taste than the commercial plants. From these 

results, the possibility of selecting variety or strain suitable for the environment of the 

Amami was indicated.
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は じめに

あ る特定 の地域で栽培 され る作物 の多 くは,そ の地域 の気候,土 壌 な どに適 した

ものが,長 い年 月の 中で,栽 培者 が意識す る,意 識 しないにかか わ らず,選 抜 され,

生存 してきた もので ある。それ ら作物 は,そ の地域 を原産 とす る場合 と,他 か ら持

ち込まれ た場合 が考 え られ るが,ど ち らの場 合で あって も,地 域 の環境条件 に適応

し,固 有 の品種や系統 となってい る可能性が考 え られ る。そのた め,遺 伝 資源 とし

て も非常 に重 要で ある。題 名 に 「資源」 とい う単語 を入れた理 由は ここにあ る。 ま

た,一 般 的に 「作物 」 とは,人 間 が意識 的 に管理 し栽培す る植物 の こ とを表 すが,

ヤマ ノイモ科 の ジネ ンジ ョの よ うに,山 中か ら採集 され る場合 もある。そ こで,本

調 査で は,広 く食用 に利 用 され る植物 に関す る情報 を収集す るこ とを念頭 におい て,

「作物」とはせず に 「植物 」 と した。

南西諸 島では,サ トウキ ビな どの換金作物 の導入や これに よる圃場 の整備,拡 大

化 が進み,い ま まで 自給 用 として利用 されて いた圃場 な ども換金 作物 に 占有 され る

よ うになって きてい る。 著者 ら(遠 城 ら 2005;一 谷 ら 2005)の これ までの調査 で

は,こ れ ら農業構 造の変化 とともに農業従事者 の高齢化 や食 生活 の変 化 な ど,様 々

な要因 が加 わって,在 来の食用 とされ て きた植物類 は急速 に消滅 しつつ あ ると思 わ

れ る。そのた め,こ れ ら植物類 の収集,保 存 な どは急務 であ る。 とくに,地 球温暖

化 に伴 って,南 西諸 島 とい う温暖 な地域 に適 した食 用植 物 は,今 後,栽 培 地が拡大

す る可能性 を持 つだ けでな く,新 しい暖地適応型 品種 の育種母材 として も可能性 が

あ る と考 え られ る。

そ こで,本 調査で は,ま ず奄美大 島での現状 を把握 す るこ とを 目的 として,食 用

な どに利用 され てい る在来植物 の種類 と特徴 な どにつ いて聞 き取 り調査 を行 った。

調 査方法

現地 での調 査は,で き るだ け広 い範 囲か らの情報 を収集す るこ とが望 ま しいた め,

奄 美大 島で活動 して いるNPO団 体 「奄 美 ゆい の郷 」の会員 に依 頼 して実施 した。方

法は,会 員 の在住 地域 またはその周辺 で,「 は じめ に」 の項で述べ た よ うな,在 来

と思われ る植物 につ いて,ラ ンダムに聞 き取 りを行 い,植 物 の呼び名,特 徴 な どを

記 録 した。なお,果 樹類 について は,日 高(2005),山 本 ・冨永(2005)冨 永 ら(2005)

が詳細 に調査 を実施 してい るの で,原 則 と して本調 査か らは除いた。

結 果お よび 考察

第1表 に今 回の調査 で確認 され た植 物の リス トを示 した。
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第1表 奄美大 島で確認された在来食用植物(2005年)

番号 現地呼称 聞き取り地 備 考
1 カケロマダイコン 古仁屋 ダイコン

2 シマフダンソウ 笠利
3 欠番
4 ナカコシキフダンソウ 名瀬
5 シモコシキフダンソウ 名瀬
6 コシダイコン 瀬戸内
7 アッタドコネ 名瀬 ダイコン
8 シマウリ 名瀬 キューリに近 い・味がよい
9 シマアズキ 龍郷 本土のものよりも収量がよい
10 シママメ 龍郷
11 シマコショウ 名瀬 香り味がよい
12 ハ マダイコン 龍郷
13 ソテツ 龍郷
14 シマショウガ 名瀬 香り味がよい
15 シマフル 名瀬 ニンニク

16 ウコン(野 生) 名瀬 栽培種が野生化した可能性
17 ハ ルウコン 名瀬
18 ガジュツ 名瀬
19 シマバンロウ 笠利 グァバ
20 オザネン 笠利 ゲットウ
21 メザネン 笠利 ゲットウ
22 ハンダマ 龍郷 スイゼンジナ
23 シマアザン 龍郷 アザミ属植物
24 ツバシャ 龍郷 ツワブキ

25 シマソラマメ 龍郷 マメ科

前回 の与論 島にお ける調査 結果(一 谷 ら 2005)と 同様 に,栽 培 され る植 物の種

類 は多い が,奄 美大 島固有の種 を利用 してい る と思われ る ものは見つ け ることが で

きなか った。 情報 として収集 で きた24件 の うち,ダ イ コンが4件,マ メ科植 物 が

3件 あった。 ダイ コンは,一 谷 ら(2005)の 報告 にもある よ うに,在 来 品種 が残 っ

てい る可能性 が考 え られ るが,自 家不 和合成 のため,他 か ら花 粉が入 る と,交 配 が

お こる可能性 が あ り,隔 離栽培 な どの必要性 も考慮す る必要が あろ う。マメ科植物

につい て,作 物学上 のアズキや ソラマ メに該 当す るか どうかは,今 後,植 物体 を収

集 し,試 験栽培 な どを行 って検討す る必要が ある。 なお,14シ マシ ョウガ,15シ

マ フル,16ウ コン(野 生),19シ マバ ンロ ウ,23シ マ アザ ンについ ては,農 学部

附属農場指宿植 物試験場 で保 存栽培 を行 って いる。

番号1の カケ ロマ ダイ コンや4,5の ナカ コシキフダ ンソウ,シ モ コシキ フダン

ソウの よ うに地名 を植物名 に付与 してい るものは,も とも とその地名 の場所 で栽培

されてい た植物 を種子 もしくは,植 物 体の形 で島内 に導入 した もの であ ると推定 さ
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れ る。 この よ うに,島 外か ら持 ち込ん だ場合,元 の地名 をつ けて呼ぶ こ とは,日 本

だ けで な く,太 平洋 の島嶼 で も良 く認 め られ る ことを著者 の一人 は経験 してい る。

フダ ンソ ウはアカザ科 に属す る植物 で,夏 季 に高温で ホ ウレンソウの栽培 が困難 な

とき,そ の代用 野菜 と価値 が高い とされ(岩 佐1980),暖 地 に適 した葉菜類 で ある

とい える。

も うひ とつの特徴 として,植 物名 に 「シマ」を冠 してい る ものが多い。 この理 由

は明確 ではない。 おそ らく,島 外 のもの と明確 に 区別す るた めに,「 シマ=島 」 と

い う言葉 をあ えて付 けたのでは ないだろ うか と思 われ るが,想 像 の域 を出てい ない。

例 えば,11シ マ コシ ョウや14シ マ シ ョウガの よ うに,島 外 産 と比べ て香 りや味 が

良い とい った こ とが,本 調査 時に もよ く聞かれた。鹿 児 島市で奄 美 の郷 土料 理店 を

経 営 され てい る久留ひ ろみ さん も 「島の野菜 で ない と作 れない メニューが多い。 と

くに香 りのあ る野菜 が多 く,島 料理 は島野菜 でない と作 るこ とがで きな い」(朝 日

新 聞,2006年1.月20日 朝刊第2鹿 児 島面 「か ご しま彩 時記③」 よ り抜粋)と 述べ

られてい る。

この よ うな こ とか らも,奄 美 大島で栽培 され る植物類 は,そ の地域 の環境 に適応

し,人 々の嗜好 に適 した ものが,選 抜 され てきてい る可能性 は十分 に考 え られ る。

他 方,作 物 に関 して,例 えば,イ ネ な どで は,同 品種 であ って も栽培 地,栽 培方法

な どによ り,食 味が違 うこ とは広 く知 られ てい る。 同島で栽 培 され る植 物類 で も,

品種や系統 レベ ル までは選 抜 され ていな く とも,土 壌,環 境 お よび栽培方 法な どが,

その食 味や風 味 に何 らかの影響 を与 えてい る可能性 も検討 す る必 要 が ある と思 わ

れ る。本調査 では,在 来 とい う点(あ ま り広 く栽培 され ていない,珍 しい食 用植 物)

に的 を絞 ったた めか,ニ ガ ウリ,ヘ チ マ,ト ウガ ンな どは,入 らなかった。しか し,

これ らも奄美 では料理 に欠 かせ ない食材 と して広 く栽 培,利 用 され ている もので あ

る(藤 井1999)。

今回 の調査 を実施す るに あた って,奄 美 大島 にお け る気温 の変化 を調査 した。気

象庁の気象統計情報  (http://www. data. kishou. go. jp/etrn/index. html) によ り作

成 した1897年 か ら2005年 までの名瀬市(北 緯28度23分,東 経129度30分)に

お ける気温 の変化 を第1図 に示 した。 なお,1945年 は欠落 とな って いる。 最高最

低 気温 は,1961年 以降 に記録 されてお り,そ の年 の極値 を示 した。

この108年 間 につ いて,気 象デー タの平年値 を算出す る とき に比較 的 よく利 用 さ

れ る,30年 ご とに区切 って の平均値 の算 出を行 った。そ の結果,1897年 ～1927年

は20.83℃,1928年 ～58年 は21.11℃,1959年 ～89年 は21.32℃,そ して,最 後

の1990年 ～2005年 の15年 間では21.69℃ とな り,気 温 が上昇傾 向 にある ことが示

された(第1図 平均気 温の直線 を参 照の こ と)。 すなわ ち奄美 大島で も過 去約100
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年間で,0.86℃ ほど気温が上昇 していることが明らかとなった。

このよ うな温暖化の中で,奄 美大島で栽培 され る在来食用植物の評価は大変重要

な課題ある。今回の調査は,聞 き取 りのみであったが,今 後は,こ れ ら植物 を収集

し,保 存をしながら,形 態および生理生態的特徴や特性などの調査を検討する必要

があると考えられる。そのためには,地 域 との連携が必要であ り,今 回の調査に多

大なご尽力,ご 協力いただいたNPO団 体 「奄美ゆいの郷」のような民間現地グルー

プおよび地方 自治体などとの協力体制構築が不可欠である。

第1図 奄 美 大 島 にお ける気温 の 変 化(1897-2005年)

気象庁気象統計情報より作成
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